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本計画を策定するにあたり、住民の皆さんに親しんでいただきたいとの願いで、地域福祉活動計画推進委
員会でキャッチフレーズを考え、『「ひとりじゃない」みんなでつくる福祉の輪』に決定しました。
今後は、目標を実現させるため、推進事項（左図）を住民、関係団体の皆さんと協働で取組んでいきたい
と考えています。

「第３回 廿日市市地域福祉活動計画推進委員会」

住民の皆さんに親しんでいただきたいとの願いで、委員会

でキャッチフレーズを考え、 『「ひとりじゃない」みんな

でつなぐ福祉の輪』に決定しました。

廿日市市地域福祉活動計画のキャッチフレーズ決定！！

活動計画推進事項への推進委員からの意見

第３回廿日市市地域福祉活動計画推進員会(１２月２２日)では、

これまで重ねてきた意見をベースに作成した活動計画案の推進事

項について、「現状と課題」「取り組むこと」「協働したい関係

機関」など意見交換する場となりました。話し合ったことの一部

を紹介します。

【推進事項４】ボランティア活動や行事について、SNS、チラシ配布、口コミ等による情報発信の強化

・情報発信手段が多様化している。SNSに加えて、マスメディア（新聞・テレビ）を活用していけ
   ると良い
・若年層向けにYouTubeショート動画やTikTokなどの活用も検討してはどうか？
・高校生が講師となって高齢者にSNS活用を教える取り組みもある

・見守り活動の仕組み化が必要。見守りから気づき、伝達、対応までの一連の流れを構築すること
   ができると良い

・世代横断で子どもと大人が共有できる集う場の整備が大切。そうした場があれば、ボランティア
   参画の促進にもつながる

基本目標3：多様な選択肢を生み出し、個々に寄り添った仕組みづくり

・参加しやすい軽めの仕事の提供が効果的ではないか？
・ポスティングや調理補助など、1-2時間程度の短時間作業でも賃金を支払うことでモチベーショ
   ンの向上につながる

・避難行動要支援者名簿の活用。市が実施している避難行動支援システムの追加はできないか？
・地域密着型の防災訓練を実施できれば、より密な話し合いが実現する

【推進事項１４】ひきこもり当事者、家族への支援

基本目標4：安全で安心して暮らせるまちづくり

【推進事項２5】災害時に助け合える地域づくり

基本目標１：つながりと支え合いの意識づくり

基本目標2：つながりと支え合いを育む仕組みづくり

【推進事項６】見守り活動の推進

【推進事項１０】遊びや文化を通じた多世代の交流の場づくり



第１回 事業部会の報告

廿日市市社会福祉協議会には理事会、監事で構

成する事業部会があります。その事業部会部会員

の皆さんと共に、社会福祉協議会として何をして

いくか考え、きちんと役割を果たすことが出来る

か、この計画が地域住民とともに何に生かしてい

けるかを協議しました。

Ｑ１.１年間、計画策定に関わってみての感想を聞かせてください。
Ａ１.廿日市市は広く、地域特性がそれぞれあることを本当の意味でよく分かっていなか

った。立場の違う人達が集まり、皆さんが抱える課題を共有でき刺激になった。こ
     うした色々な意見を出せる場が大切だと思う。
Ｑ２.計画の推進に向けて期待することがあれば教えてください。
Ａ２.個人的には、児童や学生に対する福祉教育の充実が図れたら良いと思います。精神
     障がいについての正しい知識を伝え、偏見がないようにできたら良いとずっと前か
     ら考えていました。
Ｑ３.日々の活動を通して思うことがあれば聞かせてください。
Ａ３.障がいのある人が生きがいを持って、楽しみながら過ごすことができる・・・そん
     な場があったら良いですね。障がいのある人と企業や地域とが出会える機会が増え
     たら良いと思いますし、今後、さらに児童や多世代と交流できる場が実現するよう
     関わっていきたいです。

地域福祉活動計画推進委員へのインタビュー

岩田 卓郎 副委員長

医療法人社団友和会
串戸心療クリニック

   精神保健福祉士

第１回 事業部会の報告

部会では廿日市市地域福祉活動計画推進委員

会や地域福祉活動者、住民の皆さん等からいた

だいたご意見を反映した計画案を確認しながら

協議を進めました。「エピソードには、皆が元

気になれるような内容、地域で頑張っておられ

る人の活動を載せるのが良いのではないか？」

「概要版はあったほうがよい」「もう少し地域

住民に分かりやすい表記をしてほしい」など活

発に意見交換し、計画案が地域に寄り添う形で

作成することとなりました。

川本 義弘 事業部会長
（ささえ愛ネットはつかいち支部）

事業部会長の川本義弘さん（ささえ愛ネットはつか

いち廿日市支部）からは、「今まで聞いてこられた声

すべてにわたり100％を反映させるのは難しいとは思

うし、まとめていくことの難しさを感じるが、地域住

民とともに計画策定されていることは評価できます。

行政の計画との整合性を図りながら、住民が頑張って

いけるような中身になることを期待します」と閉会の

あいさつをいただきました。

廿日市市地域福祉活動計画を基にして、地域の皆さ

ん、関係機関、行政等と社会福祉協議会がともに連携

し、“住民一人ひとりが主役の福祉のまちづくり”を

推進できるよう協働していきます。
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